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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　腫瘍の増殖を抑制し、かつ腫瘍のサイズを小さくすることによるガンの治療、並びにガ
ン関連疲労及び悪液質から選択されるガン共存症の治療に使用するための組成物であって
、クエルセチンを含むアリウム・セパ（Allium cepa）の抽出物、シトラス・レモン（Cit
rus lemon）の抽出物、パウリニア種(Paullinia species)の抽出物、及びテオブロマ種(T
heobroma species)の抽出物を活性成分として含んでなり、経口、注射又は局所の投与経
路による投与によって、並びに／あるいは細胞治療の補助増強剤として、局所適用、又は
非経口投与、又は腫瘍内注射、又はそれらの組合せによる投与によって使用される、ガン
およびガン共存症の治療に使用するための組成物。
【請求項２】
　前記組成物は、クエルセチンを含むアリウム・セパ（Allium cepa）の抽出物、シトラ
ス・レモン（Citrus lemon）の抽出物、パウリニア種(Paullinia species)の（微粒化し
た、又はしていない）抽出物、及びテオブロマ種(Theobroma species)の（微粒化した、
又はしていない）抽出物を含むことを特徴とする請求項１に記載のガンおよびガン共存症
 の治療に使用するための組成物。
【請求項３】
　前記組成物は、４つの活性成分の全質量基準で、クエルセチンを含むアリウム・セパ（
Allium cepa）の抽出物を３０～９３質量％；シトラス・レモン（Citrus lemon）の抽出
物を３～３３質量％；パウリニア種(Paullinia species)の（微粒化した、又はしていな
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い）抽出物を０．１０～２．５質量％；及びテオブロマ種(Theobroma species)の（微粒
化した、又はしていない）抽出物を０．１０～２．５質量％含むことを特徴とする請求項
１または２に記載のガンおよびガン共存症の治療に使用するための組成物。
【請求項４】
　ガン関連疲労及び悪液質から選択されるガン共存症の治療に使用されることを特徴とす
る請求項１～３のいずれか１項に記載のガンおよびガン共存症の治療に使用するための組
成物。
【請求項５】
　ガン関連疲労の治療に使用されることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載
のガンおよびガン共存症の治療に使用するための組成物。
【請求項６】
　前記パウリニア種としてパウリニア・クパナ（Paullinia cupana）を含み、前記テオブ
ロマ種としてテオブロマ・カカオ（Theobroma cacao）を含むことを特徴とする請求項１
～５のいずれか１項に記載のガンおよびガン共存症の治療に使用するための組成物。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ガン及びガン共存症を治療する方法に関する。本発明が対象とするガン共存
症は、ガン関連疲労、悪液質、食欲減退、疼痛、貧血、無力症、鬱病、認知能力低下、筋
肉力低下、吐気、嘔吐、関節炎、臓器損傷、放射線誘発熱傷、化学及び放射線治療による
心臓障害、高血圧症、血栓塞栓症、間歇性胸痛、呼吸困難症、呼吸短縮症、めまい、失神
、皮膚又は唇の蒼白化、頭痛、集中力減退、不眠症、体温維持困難症、出血、爪損傷、過
敏性皮膚及び乾燥皮膚、潰瘍及び乾燥口に例示される皮膚及び皮膚付随組織損傷等である
が、これらに限定されない。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ガンの主要な治療法は、制御のできない細胞の増殖を抑制することであった。然
しながら、腫瘍の増殖メカニズムは、多岐にわたる複雑な側面をもっているので、多種多
様なガンの治療法を考えて、ガン治療において解決されずに残っている課題、特に重要な
ことは、ガン治療に伴う副作用を緩和しなければならない。従来の研究によって、炎症細
胞及び炎症促進性分子が、主として、腫瘍の成長及び促進に関与することが分かっている
。実験段階では、炎症分子（例えば、サイトカイン）の減少が、ガンの増殖を抑制するこ
とが分かっている。最近の研究に基づけば、炎症の抑制が、ガンの管理に寄与すると考え
られる。従って、「悪性炎症」を制御すること、又は減少させることが、非常に重要なガ
ンの管理法になると考えられる。
【０００３】
　抗ガン治療は、患者の寿命を延長してきた。然しながら、ガン関連及びガン治療関連共
存症が、ガン患者の余命にとって、喫緊の課題になってきている。上述した疾病は、抗癌
剤の最も危険な副作用であり、その結果、クオリティー・オブ・ライフ（QOL）が低下し
、余命年数を短くしていることが懸念される。
【０００４】
　無力疲労症候群(AFS)又はガン関連疲労は、ガンの治療中及び治療後、ガン患者が通常
罹る症状で、病的疲労、忍耐力低下並びに運動及び認知機能低下である。この症状は、患
者により固体差が大きく、症状を認識し難いので、確定することが難しい。ガン学会では
、上述した共存症が、どのようにして、ガン関連疲労症を重篤にするのかに関して、幾つ
かの報告が提出されている。
【０００５】
　或る研究団体が、ガン関連疲労は、炎症誘発性サイトカインネットワークの活性により
加速される、という仮説を試験したことがある。事実、炎症は、ガン治療の前、治療中、
及び治療後に、ガン関連疲労症において重要な役割を担っていると考えられる。従って、
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持続性の炎症経路を制御又は低減すれば、ガン関連疲労の治療に有効と思われる。
【０００６】
　ガン患者の持続性病理症状が、炎症誘発性媒体/サイトカインの発現上昇を促進させ、
且つ、全身の慢性炎症を高レベルに維持し、ガンの共存症を引き起こす重要な原因になる
。
【０００７】
　現在のガン治療では、抗ガン性化学剤が、増殖中のガン細胞を急速に破壊し、同時に、
正常細胞をも破壊し、それらが、化学治療剤及び放射線治療による攻撃でアポトーシスに
なる。その結果、非常に多くのガン性細胞の大量のアポトーシスが、二次壊死する。これ
らの壊死性細胞が、炎症促進性分子の生産を刺激して、炎症を誘発し、持続させる。
【０００８】
　多くの内部要因及び外部要因が、長期の炎症の原因になる。然しながら、ヒト血管系の
活性化された血管内皮細胞（ECs）は、直接血液と接触しているので、急性及び慢性炎症
の進行に重要な役を担っている。従って、血管内皮細胞が、ガン及びガン共存症を治療す
るための代表的な対象である。ここに、ガン共存症は、ガン関連疲労、悪液質、食欲減退
、疼痛、貧血、無力症、鬱病、筋力低下、吐気、嘔吐、皮膚及び皮膚付随組織損傷等であ
るが、これらに限定されない。
【０００９】
　腫瘍の発生原因に関与する可能性があるメカニズムの一つは、サイトカイン（例、イン
ターロイキン８）及び付着分子、例えば、ICAM-1（細胞間分子-１、いわゆるCD54）, E-
セレクチン/ELAM-1(いわゆる、CD62E)のような炎症誘発性媒体の増大した発現である。付
着分子は、全脈管系の内表面に沿っている内皮細胞膜に低濃度で存在している。それらの
発現レベルは、炎症誘発経路に必須である。このような炎症誘発性分子の発現が低レベル
の場合は、炎症が低度であり、逆に発現が高レベルの場合は、炎症状態が増大しているこ
とを示している。毒性又は病理学的損傷があると、生産されたＴＮＦ-α（腫瘍壊死因子)
が、付着分子、並びにE－セレクチン、ICAM-1及びインターロイキン８（IL-８）に例示さ
れるサイトカインの発現を大幅に刺激する。付着分子及びサイトカインの発現が増大する
と、白血球が漸増し、炎症部位へ免疫反応と炎症反応を起こし、炎症部位の脈管内皮を貫
通する炎症細胞を湿潤させる。
【００１０】
　或る研究によれば、対照テストの結果、末期の肺ガン患者の可溶性Ｅ－セレクチン及び
ICAM-１が顕著に増大することを示していた。さらに、増大した付着分子レベルが、生存
率の減少を示していた。さらに、種々の炎症誘発性媒体が、腫瘍発生炎症脈管新生におい
て、本質的に脈管内皮成長因子で制御される経路を変換するだけではなく、腫瘍転移を促
進させる。従って、有害な炎症を減少させるには、これらの炎症誘発性分子の生成を制限
し、異常な炎症反応を減衰させることが必須である。
【００１１】
　本発明者の研究によれば、分子レベルで、後述する成分を含む組成物は抗炎症剤で、HU
VECs(ヒト臍静脈内皮細胞)におけるE-セレクチン及び付着分子ICAM-1のＴＮＦα誘発発現
及びサイトカインIL-8発現を低減することができることを示している。このような抗炎症
作用は、腫瘍の増殖を抑制し、且つ、腫瘍のサイズを小さくする（参照：上述した記載及
びイン・ビトロ及びイン・ビボ両方の実験から得た実施例のデータ）。従って、後述する
成分を含む組成物は抗炎症効果を有していて、ガン及びガン共存症の治療に寄与する。
【００１２】
　後述する成分を含む組成物は、無作為実験で、マウスのモデル・ガンに皮下注射で投与
された。非処理マウスと比較して結果、前記組成物は、処理したマウスの腫瘍の成長とサ
イズを抑制することが観察された（参照：イン・ビトロ及びイン・ビボ両方の実験から得
た実施例２のデータ）。
【００１３】
　後述する成分を含む組成物は、化学剤治療によって誘発される脱毛を防ぐために局所用
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製剤としてガン患者に投与された。患者の中には、脱毛現象が起きなかった効果の他に、
それまで患者を苦しめていた疲労のような他の諸症状が確実に改善され始めた、と報告し
た者もいた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　発明が解決しようとする課題は、ガン及びガン共存症を治療する方法及びそれに使用す
る組成物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　後述する成分を含む組成物は、肝臓ガンに罹患している患者に経口投与される。内科医
及び患者の報告、並びに前記組成物を摂取した前後の画像に基づくと、ガン関連疲労の緩
和を含め、患者の病状は大幅に改善している。
【００１６】
　クエルセチンを含んでいてもよいアリウム種(Allium species)の抽出物、シトラス種(C
itrus species)の抽出物、パウリニア種(Paullinia species)の抽出物、及びテオブロマ
種(Theobroma species) の抽出物を活性成分として含んでいる組成物を、経口、局所、又
は非経口、腫瘍内注射、又はそれらの組合せによって投与すると、ガンの管理とガン共存
症の治療に新規な効果を奏功することが観察された。
【００１７】
　本発明は、クエルセチンを含んでいてもよいアリウム種(Allium species)の抽出物、シ
トラス種(Citrus species)の抽出物、パウリニア種(Paullinia species)の抽出物、及び
テオブロマ種(Theobroma species) の抽出物を活性成分として含んでいる組成物を、従来
法による投与及び非従来による投与方法の両方による投与、又は細胞療法の補助増強剤と
して、又は局所投与、又は非経口投与、又は腫瘍内注射、又はそれらの組合せによって投
与することを含む、ガンの管理方法及びガン関連疲労、悪液質、食欲減退、疼痛、貧血、
無力症、鬱病、筋肉力低下、吐気、嘔吐、皮膚及び皮膚付随組織損傷に例示されるガン共
存症の治療方法を提供する。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明により、脱毛等の副作用をもたらすことなく、各種のガン、及びガン関連疲労、
悪液質、食欲減退、疼痛、貧血、無力症、鬱病、認知能力低下、筋肉力低下、吐気、嘔吐
、関節炎、臓器損傷、放射線誘発熱傷、化学及び放射線治療による心臓障害、高血圧症、
血栓塞栓症、間歇性胸痛、呼吸困難症、呼吸短縮症、めまい、失神、皮膚又は唇の蒼白化
、頭痛、集中力減退、不眠症、体温維持困難症、出血、爪損傷、過敏性皮膚及び乾燥皮膚
、潰瘍及び乾燥口に例示される皮膚及び皮膚付随組織損傷に例示されるガン共存症の治療
をすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】時間毎に測定した平均体重（gr）を示すグラフ。
【図２】時間毎に測定した平均腫瘍体積（mm3）を示すグラフ。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明は、クエルセチンを含んでいてもよいアリウム種(Allium species)の抽出物、シ
トラス種(Citrus species)の抽出物、パウリニア種(Paullinia species)の抽出物、及び
テオブロマ種(Theobroma species) の抽出物を活性成分として含んでいる組成物を、経口
、局所、又は非経口、又は腫瘍内注射、又はそれらの組合せによって投与することを含む
、ガン、並びにガン関連疲労、悪液質、食欲減退、疼痛、貧血、無力症、鬱病、認知能力
低下、筋肉力低下、吐気、嘔吐、関節炎、臓器損傷、放射線誘発熱傷、化学及び放射線治
療による心臓障害、高血圧症、血栓塞栓症、間歇性胸痛、呼吸困難症、呼吸短縮症、めま
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い、失神、皮膚又は唇の蒼白化、頭痛、集中力減退、不眠症、体温維持困難症、出血、爪
損傷、過敏性皮膚及び乾燥皮膚、潰瘍及び乾燥口に例示される皮膚及び皮膚付随組織損傷
に例示されるガン共存症を治療する方法に関する。
【００２１】
　本発明によるガン及びガン共存症を治療する方法の中でも、４つの活性成分の全質量基
準で、クエルセチンを含んでいるアリウム種(Allium species)の抽出物を３０～９３質量
％；シトラス種(Citrus species)の抽出物を３～３３質量％；パウリニア種(Paullinia s
pecies)の（微粒化した、又はしていない）抽出物を０．１０～２．５質量％；及びテオ
ブロマ種(Theobroma species)の（微粒化した、又はしていない）抽出物を０．１０～２
．５質量％含んでいる組成物が、特に重要である。
【００２２】
　本発明の一態様においては、前記組成物は、組成物の全質量基準で、アリウム種(Alliu
m species)のクエルセチンを含んでいる抽出物を３０～９３質量％；シトラス種(Citrus 
species)の抽出物を３～３３質量％；パウリニア種(Paullinia species)の（微粒化した
、又はしていない）抽出物を０．１０～２．５質量％；及びテオブロマ種(Theobroma spe
cies)の（微粒化した、又はしていない）抽出物を０．１０～２．５質量％；塩化ナトリ
ウムを０．５～３．０質量％；及びグリセリンを２５～５０質量％含んでいる。
【００２３】
　本発明によるガン及びガン共存症を治療する方法の中でも、前記組成物を、通常の経口
投与組成物、注射用組成物、局所適用用組成物としてだけではなく、ガン及びガン共存症
を治療するための補助増強剤として使用する方法が特に重要である。当該組成物は、４つ
の活性成分の全質量基準で、クエルセチンを含んでいるアリウム種(Allium species)の抽
出物を３０～９３質量％；シトラス種(Citrus species)の抽出物を３～３３質量％；パウ
リニア種(Paullinia species)の（微粒化した、又はしていない）抽出物を０．１０～２
．５質量％；及びテオブロマ種(Theobroma species)の（微粒化した、又はしていない）
抽出物を０．１０～２．５質量％含んでいる。
【００２４】
　本発明の一態様においては、前記組成物は、４つの活性成分の全質量基準で、アリウム
・セパ（Allium cepa）の抽出物を３０～９３質量％；シトラス・レモン(Citrus lemon)
の抽出物を３～３３質量％；パウリニア種(Paullinia species)の（微粒化した、又はし
ていない）抽出物を０．１０～２．５質量％；及びテオブロマ種(Theobroma species)の
（微粒化した、又はしていない）抽出物を０．１０～２．５質量％含んでいる。
【００２５】
　本発明の一態様においては、前記組成物は、組成物の全質量基準で、クエルセチンを含
んでいるアリウム種(Allium species)の抽出物を３０～９３質量％；シトラス種(Citrus 
species)の抽出物を３～３３質量％；パウリニア種(Paullinia species)の（微粒化した
、又はしていない）抽出物を０．１０～２．５質量％；テオブロマ種(Theobroma species
)の（微粒化した、又はしていない）抽出物を０．１０～２．５質量％；塩化ナトリウム
を０．５～３．０質量％；及びグリセリンを２５～５０質量％含んでいる。
【００２６】
　用語「アリウム種(Allium species)の抽出物」は、特に、アリウム（Allium）属（ユリ
科）の総ての種、特にタマネギ（Allium cepa）から得られた抽出物及び純粋抽出物を意
味し、クエルセチンを含んでいてもよい。用語「シトラス種(Citrus species)の抽出物」
は、特に、シトラス(Citrus）属（ミカン(Rutaceae)科）の総ての種、特にレモン(Citrus
 lemon)から得られた抽出物及び純粋抽出物を意味する。用語「パウリニア種(Paullinia 
species)の（微粒化した、又はしていない）抽出物」は、特に、パウリニア属（ムクロジ
科[サピンダシア(Sapindaceae)]の総ての種、特にパウリニア・クパナ(Paullinia cupana
）から得られた抽出物及び純粋抽出物を意味する。用語「テオブロマ種(Theobroma speci
es)の（微粒化した、又はしていない）抽出物」は、特に、テオブロマ属[マルヴェシア科
(Malvaceae)]の総ての種、特にテオブロマ・カカオ(Theobroma cacao)から得られた水性
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アルコール抽出物及び純粋抽出物を意味する。
【００２７】
　本発明で使用される最も好ましい組成物は、４つの活性成分の全質量基準で、クエルセ
チンを含むアリウム・セパ（Allium cepa）の抽出物を約８７質量％；シトラス・レモン(
Citrus lemon)の抽出物を約１２質量％；パウリニア・クパナ(Paullinia cupana)の（微
粒化した、又はしていない）抽出物を約０．５質量％；及びテオブロマ・カカオ(Theobro
ma cacao)の（微粒化した、又はしていない）抽出物を約０．５質量％含んでいる。
【００２８】
　本発明によると、当該組成物は、クエルセチンを含んでいるアリウム種(Allium specie
s)の抽出物、シトラス種(Citrus species)の抽出物、及びパウリニア種(Paullinia speci
es)の抽出物、及びテオブロマ種(Theobroma species)の抽出物を、活性成分として含む混
合物状態で連続投与される。
【００２９】
　本発明の一態様によると、当該組成物は、クエルセチンを含んでいるアリウム種(Alliu
m species)の抽出物、シトラス種(Citrus species)の抽出物、及びパウリニア種(Paullin
ia species)の抽出物、及びテオブロマ種(Theobroma species)の抽出物を、活性成分とし
て含む組成物として、数カ月又はそれ以上の期間毎日投与される。
【００３０】
　ガン及びガン共存症の治療の測定可能な効果を得るために、前記組成物を連続投与、好
ましくは少なくとも６カ月投与する必要がある。本発明により、前記組成物を使用する場
合、投与量は、比較的広範な制限域で変化することができるが、治療を受ける患者及びそ
の状態を考慮して投与量を設定しなければならない。医薬組成物は、前記定義した活性成
分を、乾燥状態で、通常、０．４～１０００ｍｇ、好ましくは、２～４００ｍｇ含んでい
る。
【００３１】
　さらに、本発明は、ガン並びにガン共存症、即ち、ガン関連疲労、悪液質、食欲減退、
疼痛、貧血、無力症、鬱病、筋肉力低下、吐気、嘔吐、皮膚及び皮膚付随組織損傷等に例
示されるガン共存症の治療に使用され、通常の投与方法及び新規な投与方法の両方の投与
経路により、及び／又は細胞治療における補助増強剤として、又は局所適用、又は非経口
投与、又は腫瘍内注射、又はこれらの組み合わせによる投与方法によって投与され、クエ
ルセチンを含んでいるアリウム種(Allium species)の抽出物、シトラス種(Citrus specie
s)の抽出物、及びパウリニア種(Paullinia species)の抽出物、及びテオブロマ種(Theobr
oma species)の抽出物を活性成分として含んでいる組成物に関する。
【００３２】
　本発明の一態様によると、ガン及びガン共存症の治療に使用される前記組成物は、クエ
ルセチンを含んでいるアリウム種(Allium species)の抽出物、シトラス種(Citrus specie
s)の抽出物、及びパウリニア種(Paullinia species)の（微粒化した、又はしていない）
抽出物、及びテオブロマ種(Theobroma species)の（微粒化した、又はしていない）抽出
物を含んでいる。
【００３３】
　本発明の別の態様によると、ガン及びガン共存症の治療に使用される前記組成物は、４
つの活性成分の全質量基準で、アリウム種(Allium species)の抽出物を３０～９３質量％
；シトラス種(Citrus species)の抽出物を３～３３質量％；パウリニア種(Paullinia spe
cies)の（微粒化した、又はしていない）抽出物を０．１０～２．５質量％；及びテオブ
ロマ種(Theobroma species)の（微粒化した、又はしていない）抽出物を０．１０～２．
５質量％含んでいる。
【実施例】
【００３４】
　下記の組成物（以下「組成物Ａ」という）を、患者に、毎日、経口投与、局所適用、非
経口投与、又は腫瘍内注射の単独、又はこれらの組合せにより投与した。
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　■アリウム・セパ（Allium cepa）の抽出物（クエルセチンを含む）：８７．０４％
　■シトラス・レモン(Citrus lemon)の抽出物：１１．９６％
　■パウリニア・クパナ(Paullinia cupana)の微粒化抽出物：０．５０％
　■テオブロマ・カカオ(Theobroma cacao)の微粒化抽出物：０．５０％
　予め、ＷＯ２００８/１１３９１２に記載されている実施例１に従ってローションを製
造した。組成物Ａは、４種の天然成分の混合物で、異常細胞アポトーシス及び炎症経路の
欠点に好影響を与えると報告されている。このことは、組成物Ａが、前述したガン及びガ
ン共存症の治療に積極的な影響を与えることができるということを示している。
【実施例１】
【００３５】
　炎症促進性分子の抑制ＴＮＦα-誘発性発現を介した、アリウム種(Allium species)の
抽出物（クエルセチンを含んでいる）、シトラス種(Citrus species)の抽出物、パウリニ
ア種(Paullinia species)の抽出物、及びテオブロマ種(Theobroma species)の抽出物を活
性成分として含む組成物の抗炎症効果に対する試験を行った。炎症促進性分子は、表2a、
2b、及び2cに記載したようにICAM-1、E-セレクチン、及びインターロイキンである。試験
した組成物を表１に示した。
【００３６】
　表１：試験した組成物

　
【００３７】
　表２a:内皮細胞（HUVECs)の表面の付着分子ICAM-1(CD54)の発現に対する「組成物」の
効果

　＊細胞に結合している特定の抗体
　　
【００３８】
　表２ｂ:内皮細胞（HUVECs)の表面の付着分子E-セレクチン/ELAM-1(CD62E)の発現に対す
る「組成物」の効果



(8) JP 6742904 B2 2020.8.19

10

20

30

40

　＊細胞に結合している特定の抗体
　
【００３９】
　表２ｃ:内皮細胞（HUVECs)によるサイトカインインターロイキン８（IL-8）の発現に対
する「組成物」の効果

　＊細胞に結合している特定の抗体
【実施例２】
【００４０】
　タイプＫＢの皮下ヒト腫瘍を植付けたヌード・マウスを使用した新組成物の抗腫瘍活性
の検討
　図１は、タイプＫＢのヒト皮下腫瘍を植付けたヌード・マウスの平均体重のカーブを示
している。マウスを７日間で無作為化し、それぞれ０．３％及び１．０％の組成物溶液（
ＴＨＩ）１００μＬを、連続５日間毎日注射した。
【００４１】
　　図１において：ｘ軸は、時間（日数）を、ｙ軸は、ヌード・マウスの平均体重（g）
を表わしている；青（カーブ２）は、対照ビヒクルを表わしている；ピンク（カーブ３）
は、０．３％組成物（ＴＨＩ）を表わしている；黄色（カーブ１）は、１％組成物（ＴＨ
Ｉ）を表わしている。顕著な体重変化は見られなかった。
【００４２】
　図２は、タイプＫＢの皮下ヒト腫瘍を植付けたヌード・マウスの平均腫瘍体積のカーブ
を示している。マウスを７日間で無作為化し、それぞれ０．３％及び１．０％の組成物溶
液（ＴＨＩ）１００μＬを、連続５日間毎日注射した。
【００４３】
　図２において：ｘ軸は、時間（日数）を、ｙ軸は、ヌード・マウスの平均腫瘍体積（mm
3）を表わしている；青（カーブ２）は、対照ビヒクルを表わしている；ピンク（カーブ
３）は、０．３％組成物（ＴＨＩ）を表わしている；黄色（カーブ１）は、１％組成物（
ＴＨＩ）を表わしている。顕著な体重変化は見られなかった。０．３％組成物（ＴＨＩ）
では、対照と比較すると、抗腫瘍効果が現れた。
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